[bookmark: _GoBack]令和４年度（2022年度）第２回在宅医療専門部会における意見
○　アンケート回答数　委員11名中10名回答　
○　アンケート結果及び意見に対する整理　　※詳細は別紙意見集約結果を参照。
	議 事※
	意見
	第1回会議で表出された課題に対する取組状況及び今後の取組（概要）
	意見に対する整理

	設問１
	
あり（10）



なし
（ 0 ） 
	＜人材の確保＞
・生活環境の整備（町で町内介護事業所の新規就業者に対し住居手当を補助する予定）
・在宅医療・介護連携推進事業で人材確保検討部会を設置。就業実態調査も実施し、町内の医
療職・介護職の不足状況や意見を集約。
・医療・介護職の全職種の募集をあらゆる媒体の活用で周知し、職員へ直接紹介料を支給する
形で求人しているが、過疎地域でもあり難しい状況。
＜人材育成・定着＞
・スキルや能力向上のため、オンラインを活用した研修制度の導入検討中。
・認定看護師の育成を進めている。（今年度、手術室、感染症で入学予定）
・事業所で資格取得に対する補助金を検討中。
＜多職種連携＞
・新ひだか町では、多職種連携が進んでいると思います。
＜生活支援＞
・訪問看護でヘルパー業務を実施。事業所で保険外サービスを実費で実施。
	・各所属で人材の確保、人材の育成・定着、多職種連携で取り組まれている現状を把握することができた。
　各所属とも、厳しい人材不足の中、具体的に取り組まれている状況や在宅療養者の生活を支えるために担当業務外・保険外サービスの業務を実施されている現状も浮き彫りとなった。
・令和5年度第1回会議において、各所属で参考となるよう、情報共有ができればと思い、開催方法は集合方式で検討・協議できる場を持ちたいと考えておりますので、御協力の程よろしくお願いいたします。

	設問２
	
あり
( 8 )




なし
（ 2 ）
	＜人材の確保＞
・中高校生に対する医療・介護職の魅力をＰＲする取組（出前講座、就職相談会、事業所ＨＰ・ＳＮＳの活用）
・修学資金制度の充実（貸与金額のアップ、返還免除項目の就業年数延長）
・医療介護系大学の設置
・自治体や道を含め解決策のスキーム（介護職に特化した外国人雇用等）
＜人材の定着・有効活用＞
・職員の負担軽減、離職防止（ＩＣＴ機器、介護ロボットの導入）
・当院では外科、透析、手術室の一元化する考えが出ている。
＜多職種連携・コミュニティづくり＞
・オンラインで医師や病院、介護事業所とつながりたい。メディカルケアステーションやLINEWORKSで利用者ごとのグループ内で情報や書類の共有、会議をしたい。
・独居の方への巡回、社会的弱者に対する地域での見守り体制づくり
＜地域住民への啓発活動＞
・在宅医療、訪問看護、看取りなどの周知。
	・在宅医療専門部会では、日高圏域で取り組む課題として、これまで「①人材の育成」、「②地域住民への普及啓発」を中心として活動を行ってきましたが、ここ３年間はコロナ感染予防対策が優先され、部会活動の縮小や休止となった経緯がありました。
・今後は、第１回会議で表出された課題に対し、取り組
みたい内容や御意見を伺いながら、限られた医療・介護
資源のなかで、より顔が見える多職種連携が図られるよ
う、会議運営に努めて参ります。






※【設問】　１　第1回会議で表出された課題に対する取組状況について
２　第1回会議で表出された課題に対し今後取り組みたいことや考えていること　※　実現性の有無を問わない。
